[image: image1.bmp]①　浄化槽の汚水を汲み取ってください。

②　浄化槽の内部を洗浄してください。（３回程度）

③　浄化槽内部の不要品を撤去してください。

④　浄化槽の隔壁下部に穴をあけてください。

⑤　雨どいから雨水を浄化槽に導入する配管を行ってください。

⑥　浄化槽の入口付近に沈砂ます及びゴミ取り装置（フィルター・

　　ネット等）を設置してください。

⑦　浄化槽からの吸い上げ用ポンプ（水中ポンプか浅井戸用定置

　　ポンプ）を設置してください。電源は既設のバッキ用コンセン

　　ト等を使用してください。

⑧　浄化槽に貯まった雨水がオーバーしないように、既存の排水管

　　等を使用してください。

　　（※　貯留水の枯れを防ぐために、水中ポンプの場合はポンプ台を20㎝

　　　　　 程度、浅井戸ポンプの場合は吸い上げ口を底部から20㎝程度にす

　　　　　 ることが望ましい。）













１．公共下水道または農業集落排水への接続により不要となる浄化
　　槽（合併及び単独処理浄化槽どちらも可）の改造が対象となり

　　ます。

２．浄化槽を雨水貯留施設に改造して転用するための費用総額の
　　2/3が助成金（千円未満切り捨て）として交付されます（ポン

　　プの設置費及び水栓も対象）。ただし、助成金の上限は10万円

　　です。

３．助成制度を受けるにあたっては、市と設置者の間で協定書を
　　結んでいただくことになります。

４．助成制度を受けた対象施設は、７年以上の存続使用期間が必要
　　となります。

５．改造工事終了後、雨水貯留施設自体の変形、破損、浮き上がり

　　等、あるいは雨水貯留施設の異常からその他のものに事故、問題

　　　等が生じたとしても、市はその責任を負いません。

６．維持管理については、設置者の責任で対処をお願いします。

浄化槽改造工事の方法について・・・
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浄化槽転用の助成金交付の条件について・・・








